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表紙・裏表紙―― 旧「相模原団地」(昭和36～ 38年当

時)と 、建替え後「コンフォールさがみ南」となった

現在の街区 (表 l photo、 表4 photo提供 :佐藤真 )
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「団地」という言葉はもともと「一団の土地」という法律用語から産まれたという。それが一般化したの

は1958年。この年の7月に発行された『週刊朝日』の特集で、主にRC造、ボックス型の集合住宅に暮ら

す人々を、「ダンチ族」と呼んだ影響が大きいようだ。同じような間取りに暮らす、同じような家族構成をも

つ、比較的高収入な人々。「新しい庶民」と呼ばれた「ダンチ族」の暮らしは、戦後のライフスタイルを象徴した。それから

半世紀を経た現在。当時建設された団地の多くは、建物の老朽化や住民の高齢化など、さまざまな課題を抱えるように

なつた。ところが昨今、そんな「団地」が見直されつつある。「住みlliれた町に住み続けたい」という住民の願いやコミュニ

ティの維持などはもとより、住棟間隔が十分にとられた屋外空間には、豊かな緑地環境が育まれている。また、かつて最先

端のライフスタイルを支えた建物がもつデザイン性の高さがメリットとして捉えられるようにもなってきた。さらにリノ

ベーシ∃ン技術の発達なども後押しし、現代的な生活にあわない内部構造を改築しながら躯体は残し、再生させる試みも

登場してきている。「住まい」にとつて必要なものはなんなのか、私たちが求める「暮らし」のあり方とはどういったものな

のか、「団地再生」の取り組みを切り口に考えていく。phot。 :佐藤真「常盤平けやき通り」(関連記事:p6)


